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;晃司号一世帯語居離究翻重喜
f丸事一哲学語障長晶い謹つj
美津夫宇野九州共立大学スポーツ学部長
九州共立大学スポーツ学部設置以来，教育及び研究に関する質の
向上と教育活動の推進を包的として，スポーツ学部研究紀要を設け，
今["1. 第5号を発行する運びとなりました閉これまで5年間にわた
り，皆様方のど協力，ご尽力により，スポーツ学部研究紀要へ多く
の論文を投稿いただき，スポーツ学部の教育研究活動を広く外部に
対し発信することができたことに対し，感謝するとともに，ご協力
いただいた皆様方に対し，紙面をお借りして，厚く御礼申し上げま
す
平成22年度から，福原学園中期計画に基づいて，新たに図書館
を中心に緩済学部，スポーツ学部，共王室教育センターが一体となっ
で本学全体の研究活動の紹介を主な自的とした査読付論点と一般論
文を有する九州共立大学研究紀要がスタートしましたz したがって，
平成23年度から，スポーツ学部設置以来，その目的と使命を維持
してきたスポーツ学部研究紀褒としては，今回が最後の発行となり，
? ? ? ?
「????????
?
? ? ? 」
九州共立大学研究紀要として新た
な段階に踏み出します.
現在，スポーツを取り巻く環境は変化し，社会におけるスポーツ
の役割や重要性が注目を浴び，その応用範囲もますます拡大してい
今後，その主慢と目的を維持し，
?????
ます.今後の教育活動は多様性を増し，研究分野も多岐にわたり変
化していくと思われます今後，新たな九州共立大学研究紀要で，
スポーツ学郊の研究活動の成果を発信し続けようと考えていますの
で，これまで同様，皆様方のご協}Jとご支援をよろしくお願い申し
上げます.
事霊轟 f轟龍
スポーツ学部研究紀要第5号をお届けします.本号には原著論文2編，実践的研究3綴，
調査研究資料6編を掲載しました 本号にはg 若手研究者からの研究成果が多く寄せられて
います.今後の研究発展が期待されます.本紀聖書は，スポーツ学部としての単独発行は最後
となります.今後比九州共立大学の紀要として他学部と共同発行になります.今後ともよ
ろしくお騒い致します
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